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の添加により釉表面には細かい結晶が析出し，

表面が荒れた様子になった．

ペタライト耐熱釉薬2(P2)では，抗菌剤AG,AS

の添加により乳濁，縮れの欠点が発生した．抗

菌剤POの添加では5%添加した時に薄い乳濁が

認められた．

抗菌剤BKの添加は白色(P1)及び無色(P2)の釉

薬をクリーム色と灰色の混在する色に変化させ

た．抗菌剤添加量の多い方が灰色が濃く現れ，灰

色の部分は釉薬と素地との境界部分に認められた．

伊賀焼釉薬・・ビードロ釉(B)と土灰透明釉

(A)は抗菌剤の添加によりほぼ同等の影響を受

けた．抗菌剤POの添加では5%添加時に釉薬が

少し乳濁し，透明性が少し鈍くなった．抗菌剤

AG,ASの添加は釉薬を乳濁させ不透明になると

ともに，釉薬及び素地中の鉄分，還元焼成によ

り水色に変色している．さらにビードロ釉では

5%添加時に釉薬表面に多数の結晶が析出し，表

面の光沢が損なわれた．

石灰亜鉛透明釉(C2)では，抗菌剤POの添加に

より釉薬が薄い灰色に変化し，釉中に結晶が析

出していた．抗菌剤AG,ASの添加では，釉薬が

乳濁して不透明になり，白色から薄い灰色に変

化した．また，AGの添加において，還元焼成に

よりジルコニウムの一部が褐色に変化していた．

抗菌力試験を行った結果を表４に示す．表中

の試料名は釉薬の記号，抗菌剤の記号及び添加

量により表す．例えば，試料Bはビードロ釉(B)

の抗菌剤無添加の試料を表し，B-PO3はビード

ロ釉(B)に抗菌剤POを3%添加した試料を表す．

半磁器釉薬では石灰亜鉛透明釉(C)とカオリン

マット釉(K)について抗菌力試験を行った．試験

開始から 24時間後の生菌数の測定結果から，抗

菌剤を添加した試料に検出せず(<10)とした結果

が多く現れ，抗菌性が得られたことを示してい

る．また，釉薬表面がつや消し状のカオリンマ

ット釉の方に良く抗菌性が現れている．

ペタライト耐熱釉薬の系では，抗菌剤無添加

の試料及び一部の試料を除き，検出せず(<10)と

した結果が得られた．しかし，試験開始から24

時間後において，接種菌液が完全あるいはほぼ

完全に乾燥してしまったために抗菌性の有無を

判定することはできなかった．このことはテス

トピース自体に吸水性が有るために（吸水率約

8.6%），釉薬表面から菌液の水分が吸収されたた

めに生菌数を減少させたものと思われる．水分

の吸収は乾燥したテストピース上に水滴を滴下

し，その上にフィルムを被せて観察することに

よりその様子を確認した．

伊賀焼釉薬はビードロ釉(B)と土灰透明釉(A)

について試験を行った．これらのテストピース

も釉薬に貫入が有るために接種菌液の水分が吸

収されている．試験後の生菌数が多く，抗菌剤

を添加した試料と無添加の試料を比較しても生

菌数にほとんど差がない結果から，SK9,還元焼

成では抗菌性が付与できないことがわかった．

表４ 抗菌力試験結果（フィルム密着法）
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図１～３に溶出試験による試料溶液中の銀の

定量分析結果を示す．各図の上段が4%酢酸溶液，

下段が蒸留水による溶出を行った結果を示す．

図１ 半磁器釉薬の溶出試験結果

図２ ペタライト耐熱釉薬の溶出試験結果

図３ 伊賀焼釉薬の溶出試験結果

また，伊賀焼釉薬は4%酢酸溶液による銀の溶出

量が極めて少なかったのでフレームレス法によ

り定量した．いずれの場合も，抗菌剤を添加し

た試料と無添加の試料を同時に焼成したので，

抗菌剤無添加の試料からも銀が溶出している．

半磁器釉薬における銀の溶出量は，蒸留水に

よる溶出において数μg/lオーダー， 4%酢酸溶

液による溶出において数10μg/lオーダーであっ

た．銀含有量の多い抗菌剤AG,BKにおいて銀の

溶出量が多く，銀含有量の少ないASにおいて溶

出量が少なくなっている．

ペタライト耐熱釉薬における蒸留水による溶

出試験では，銀の溶出量は半磁器釉薬の場合と

同様に数μg/lオーダーであるが，4%酢酸溶液

による溶出では数100μg/lオーダーとかなり多

くなっている．ペタライト耐熱釉薬においても抗

菌剤AGを添加したときに銀の溶出量が最も多く，

ASを添加したときに溶出量が少なくなっている．

ペタライト耐熱釉薬に銀の溶出量が多い原因

としては，半磁器のマット釉が比較的滑らかな

つや消し状の表面であることに対して，ペタラ

イト耐熱釉薬は抗菌剤の添加により結晶の析出

した釉表面であり，釉薬表面からの吸水性があ

ることから，溶出液に対する接触面積が大きく，

溶出液の4%酢酸溶液に溶解し易かったことが考

えられる．

伊賀焼釉薬では半磁器釉薬，ペタライト耐熱

釉薬に比較して銀の溶出量が少なく，蒸留水に

よる溶出試験では抗菌剤無添加の試料と同じ程

度に少なく，ほとんど溶出していないといえる．

銀の溶出量が極めて少ないことは抗菌性試験に

おいて，その効果が確認できなかった結果と一

致している．

伊賀焼釉薬において銀の溶出量が少ないこと

の原因として，半磁器釉薬やペタライト耐熱釉

薬に比較して焼成温度が高く，また還元雰囲気

であることから，抗菌成分である銀が揮発した

ことが考えられる．

そこで，焼成後のテストピースを蛍光Ｘ線分

析装置により定性分析を行い，釉薬中の銀の残

留量を調査した．その結果，伊賀焼釉薬では，

半磁器釉薬，ペタライト耐熱釉薬に比較して銀

の残留量が極めて少ないことが分かり，高温，

還元雰囲気焼成により銀が揮発したことが確認




